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辻 修 会長

みなさん、こんばんは

  本日は米山奨学生の許(キョ)さんにゲスト卓話を

していただきます。

  米山記念奨学事業は、日本最初の東京ロータリー

クラブの創立に貢献した実業家の米山海吉氏の功績

を記念して発足しています。東京ロータリークラブ

が海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援す

る事業「米山募金」の構想は、戦後 2 度と戦争の悲

劇を繰り返さないよう、国際親善と世界平和に寄与

したいというロータリアン達の強い願望で設立され

ました。わずか 5 年で日本全国のロータリークラブ

の共同事業へと発展し、１９６７年には財団法人ロ

ータリー米山記念奨学会が設立され、年間約７００

人の奨学生を受け入れ、事業規模、採用数とも日本

国内では民間最大の奨学団体です。

   静岡に（三島）には米山梅吉記念館があり、当ク

ラブでは、数年前に訪問させていただいています。

許さんの卓話を楽しみにしています。本日も宜しく

お願い致します。
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台湾五福ＲＣから新年のお祝いメッセージが届

いております。

２月９日の職業奉仕日産自動車追浜工場への移

動例会まだ人数が足りません。横浜でおいしい中

華料理もありますので是非ご参加ください。

３月９日は分区の親睦ボウリング大会です。振替

例会となりますのでボウリング参加しない方も

懇親化だけは参加してください。

地区米山記念奨学会 委員長 石田 善一 様

彼女は中国上海出身で現在千葉大学工学部で修士

課程で学ばれております。今日は超電導のお話にな

るかと思いますが、ゆっくりと聞いてください。よ

ろしくお願いいたします。

米山記念奨学生  許 一 様

私は千葉港ロータリークラブの奨学生許一です。

今年の１月に米山記念奨学金の奨学生に選ばれて心

から嬉しく思っていました。今日は卓話のチャンス

を利用して、ぜひ皆様に私のことを知っていただき

たいと思います。

私は中国で高校を卒業して、2008 年に来日し、日

本語学校に 2 年通いました。その後、千葉大学工学

部の都市環境システム学科に入って、3年間幅広く勉

強しました。4年生の時から理化学研究所に入って研

究を始めました。今は修士 1 年生として研究を続け

ています。研究のテーマは高温超伝導線材を用いた

超高磁場、コンパクト NMR 磁石の開発です。私たち

の研究チームは他のどこもやってない研究をして、

一番に世界に発信することを常に目指しています。

でも正直に言って、私は最先端の超伝導技術を習い

たくて日本に来たわけではありませんでした。私の

父親は若い頃日本での留学経験があるため、よく私

に日本のことを教えてくれました。まだ小さい私の

頭の中に日本は発達している国で、日本人はマナー

がとても良いというイメージがありまして、いつか

日本に行ってみたい、住んでみたいと考えていまし

た。高校を卒業して、日本へ留学することを決めま

したが、当時の自分ははっきりとした夢なんか持っ

ていませんでした。いち早く日本語が上達できて、

アルバイトを見つけることしか考えていませんでし

た。でも日本に対する理解が日々深くなってくるに

つれて、自分がやりたいことを見つけられました。

それはどういうことかというと、日本の弱みと言え

ば、資源不足が一番だと私は思っていました。でも、

日本は省エネ技術の研究に大きな力を入れて、家庭、

オフィース、工場などできる範囲から取り組んでい
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て、社会の隅から隅までエコの概念をつらぬいてい

るのを見て、本当に素晴らしいと思いました。それ

がきっかけとなって、私はぜひ省エネ技術を学ぼう

と思い始めました。今私が研究している超伝導は臨

界温度まで下がると電気抵抗がゼロになるため、長

距離の送電でもロスがゼロになります。（金属低温超

伝導の臨界温度：-263~-234 度、-269 度液体ヘリウ

ムで冷やして利用；銅酸化物高温超伝導の臨界温

度：-181~-163 度、-196 度液体窒素で冷やして利用

できる）現在、超伝導は電力・エネルギー分野、交

通輸送分野や医療分野などの多様な分野での応用が

期待されています。身近な応用例だと、リニアモー

ターカーや人の臓器、血管の撮影ができる MRI を挙

げられます。私の研究は卒業するためのものに限ら

ず、近い将来のもっと豊かな社会作りに緊密に関連

している研究だと考えています。そう考えるとどん

な大変な作業をしても、私はくじけることはありま

せん。現在、超伝導の研究はアメリカと日本を中心

に盛んです。私はしばらく日本でもっと超伝導の知

識を身につけて、修士課程を修了したらできれば超

伝導に関係のある仕事に就きたいと思っています。

私は米山ロータリー記念奨学金の奨学生になって

半年以上経ちました。短い間ですが、ロータリアン

からたくさんのことを教わって、そして自分は確実

に変化したように感じます。今年 5 月の日曜日に私

は初めてロータリアンたちと一緒にゴミ拾いをしま

した。その中に自分の子供や会社の新入社員を連れ

てきたロータリアンが多数いました。また、私たち

の姿を見て一緒にゴミを拾ってくださった市民もい

ました。ロータリアンたちは社会奉仕の精神を自分

たちの行動で子供たち、若者そして奨学生である私

に教えてくれました。私のカウンセラーは仕事の関

係で今年ラオスへの出張が増えました。貧しい生活

をしているラオスの人たちを見て、何か自分がやっ

てあげられることがないかと考えて、ロータリーク

ラブのみんなと一緒にラオスの小学校へ新しい机と

椅子を寄贈しに行ってきました。例会でカウンセラ

ーに新しい椅子に座っている子供たちが寄贈式で撮

った写真を見せてもらいました。私は写真から子供

たちの一番純粋な笑顔を見ることができました。子

供たちの笑顔から、机と椅子のある教室で勉強でき

るのはどんなに幸せなことなのかを感じ取れました。

ロータリアンたちは私に国際貢献の精神を見せてく

れたのです。毎月一回ロータリークラブ例会に参加

することによって、私はロータリー精神に対する理

解がどんどん深くなってきました。奨学生になる前

の私なら、自分のことしか考えられなかったことに

対して、今の私は自分の力で周りの人たちに何かで

きることがあるかどうかを常に考えています。これ

は私がロータリアンたちから学んだことです。４つ

のテストにあるように自分のためではなくて、「みん

なのためになるかどうか」を先に考えてから行動に

移ります。千葉港クラブのロータリアンたちは私を

一人の中国からの留学生ではなく、自分の子供、孫

のように接してくれています。毎月の例会でいつも

私の生活、勉強の状況を親切に聞いてくれています。

ロータリアンたちからたくさんの温かい言葉をいた

だいている私はどんどん成長してきました。今の私

は自分の時間を惜しむことなく、知り合いにしろ、

赤の他人にしろ、喜ばせることなら出来る限りやり

ます。これも私が理解したロータリー精神です。1年

半後社会人になったら、私は自分がいる職場、自分

がいる社会に何かできることがあるかどうかを思い

ながら行動していきたいと考えています。こうする

ことによって、この私の思いはきっとその場にいる

人々に伝わると思います。それは今ロータリアンが

私に影響を与えてくださっていることと同じことで

す。10 月に私は他の奨学生、カウンセラーそして地

区委員の皆様と一緒にロータリー米山記念奨学研修

旅行に行って、米山梅吉記念館を訪ねてきました。

そこで私は初めて国際ロータリーの思想を日本に導

入した米山梅吉氏の話を聞くことができました。そ

して、生涯を通じて国際奉仕、社会奉仕の道をつら

ぬいた米山梅吉氏の生き方に大きく感動しました。

米山梅吉記念館の見学の最後に、みんな手を繋いで、

大きな輪を作って一つのゲームをやりました。自分

の右手をあげてと言われて、その通りに右にいる人

の左手を繋いであげた同時に、自分の左手も思わず

に左にいる人にあげてもらっていたのです。このゲ

ームから、私は人に支えている自分も同時に他の人

に支えてもらっていることが分かりました。支え合

う人々がいるから暖かい社会、さらに平和な世界が



成り立ちます。両親から離れて、一人日本で留学し

ている私はロータリアンたちからの奨学金があるか

らこそ、自分がやりたい研究に専念できています。

皆様への感謝の気持ちをずっとずっと抱いて将来国

に戻りたいです。国に戻ってから、もっと多くの人

たちにロータリークラブを知ってもらって、ロータ

リーの精神を理解してもらいたい。私の留学先に、

社会貢献という共通の関心の下にお互いに友情を深

め、自分の時間、才能、資金を注いで活動する素晴

らしいグループがあることを自慢げに国にいる友た

ちに紹介したいです。また、何よりも私は自分の母

国にもロータリークラブがあってほしいと思ってい

ます。一人の力では何もできないかもしれませんが、

同じ信念を持っている人たちが集まるとやれること

がべき乗で増えていくはずと私は信じています。

今日皆様の前で卓話ができまして心から感謝しま

す。ご清聴ありがとうございました。

佐野会員

  昨日のワンダラー会でドラコン賞を頂きました。

  飛ばなくなったと言われて久しいのですが、一

年に一度のバカ当たりで、まだまだやれるぞ。

辻 会長

  米山奨学生の許様、卓話をありがとうございま

した。

藤本会員

  結婚祝いありがとうございました。
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